
この度は、CentreCOM FS908TL-PS（以下、本製品）を
お買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

本製品は、10BASE-T/100BASE-TX ポートを 8 ポートと
SFP スロットを 1 スロット装備した IEEE 802.3af 準拠の
PoE（Power over Ethernet）給電機能に対応したファース
トイーサネット・PoE・スイッチです。

本書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。また、お
読みになった後も大切に保管してください。

本製品のご使用にあたって

本製品は、医療・原子力・航空・海運・軍事・宇宙産業など
人命に関わる場合や高度な安全性・信頼性を必要とするシス
テムや機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用を
意図した設計および製造はされておりません。

したがって、これらのシステムや機器としての使用またはこ
れらに組み込んで本製品が使用されることによって、お客様
もしくは第三者に損害が生じても、かかる損害が直接的また
は間接的または付随的なものであるかどうかにかかわりな
く、弊社は一切の責任を負いません。

お客様の責任において、このようなシステムや機器としての
使用またはこれらに組み込んで使用する場合には、使用環境・
条件等に充分配慮し、システムの冗長化などによる故障対策
や、誤動作防止対策・火災延焼対策などの安全性・信頼性の
向上対策を施すなど万全を期されるようご注意願います。

  	   ファーストイーサネット・PoE・スイッチ

FS908TL-PS ユーザーマニュアル
製品の最新情報について
本製品リリース後の最新情報を弊社のホームページにてお知
らせします。

http://www.allied-telesis.co.jp/

	2	 梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、次のものが入っているかを
確認してください。

□	 CentreCOM FS908TL-PS 本体（1 台）

□	 19 インチラックマウントキット（1 式）
	 　・ブラケット 2 個
	 　・ブラケット用ネジ （M3 × 6mm 皿ネジ）6 個

□	 電源ケーブル※（1.8m、1 本）
□	 電源ケーブル抜け防止フック　1 個
□	 製品仕様書（英文）（1 枚）
□	 ユーザーマニュアル（本書）
□	 製品保証書（1 枚）
□	 シリアル番号シール（2 枚）

※	同梱の電源ケーブルはAC100V 用です。AC200V でご
使用の場合は、設置業者にご相談ください。

※	同梱の電源ケーブルは本製品専用です。他の電気機器では
使用できませんので、ご注意ください。

また、本製品を移送する場合は、工場出荷時と同じ梱包箱で
再梱包されることが望まれます。再梱包のために、本装置が
納められていた梱包箱、緩衝材などは捨てずに保管しておい
てください。

	 1	 特長
○	 10BASE-T/100BASE-TX ポートを 8 ポート装備し、

IEEE 802.3af 準拠の PoE 給電に対応

○	 SFP スロットを 1 スロット装備
◯	 次の省エネ機能をサポート

	 　・	 使用していないポートの消費電力を自動的に抑え
る省電力モード（常時有効）

	 　・	 切替スイッチでポートの LED を消灯させるエコ LED 機能

○	 オートネゴシエーション機能をサポート

○	 MDI/MDI-X 自動切替機能をサポート

○	 フローコントロール機能をサポート 
	 Half Duplex 時：	 バックプレッシャー 
	 Full Duplex 時：	 IEEE 802.3x PAUSE

○	 最大 8K の MAC アドレスを登録可能

○	 ファンレス設計

オプション（別売）

○	 壁設置ブラケット AT-BRKT-J22 により、壁面への設置が可能

○	 マグネット Kit XS により、スチール製壁面への設置が可能

○	 L 字型コネクター電源ケーブル AT-PWRCBL-J01L/
J01R により、奥行きをとらずに設置が可能

○	 SFP モジュールによりポートの拡張が可能
	 AT-MG8T     10/100/1000BASE-T    （RJ-45）
	 AT-SPSX       1000BASE-SX              （2 連 LC）
	 AT-SPLX10   1000BASE-LX              （2 連 LC）
	 AT-SPBDM-A/AT-SPBDM-B  1000M MMF（550m）（LC）
	 AT-SPBD10-A/AT-SPBD10-B  1000BASE-BX10（LC）
	 AT-SPBD20-A/AT-SPBD20-B  1000M SMF（20km）（LC）

	9	 設定

通信速度 /通信モードの設定
本製品と接続先機器の通信モードは、次の表の○印の組み合
わせになるように設定してください。

IEEE 802.3u 規格のオートネゴシエーション機能をサポー
トしていない製品と本製品を接続する場合は、接続先機器の
ポートの通信モードを Half Duplex に設定してください。

接続先ポート

FS908TL-PS

Auto

10M/
100M

Half ○

Full ー

Auto ○

10  トラブルシューティング
「通信できない」、「受電機器に電力が供給されない」とか「故
障かな？」と思われる前に、以下のことを確認してください。

●	 POWER LEDは点灯していますか？
POWER LED が点灯していない場合は、電源ケーブルに断
線がなく正しく接続されているか、正しい電源電圧のコンセ
ントを使用しているかなどを確認してください。

●	 機器を停止後、すぐに起動していませんか？
本製品を停止してから再度起動する場合は、しばらく間をあ
けてください。

●	 L/A LED、PoE LED、SFPスロット LEDは緑
で点灯していますか？

L/A LED、SFP スロット LED は、接続先機器と正しく接続
されている場合に緑で点灯します。PoE LED は受電機器に
正常に電力を供給しているときに緑で点灯します。点灯しな
い場合、以下のことを確認してください。

○	 LED ON/OFF スイッチを確認してください。電力消
費を低減するため、LED を消灯している場合がありま
す。エコ LED 切替スイッチを操作して、エコ LED 機
能の動作を切り替えてみてください。

○	 PoE 非対応の機器の場合、接続先機器に電源が入って
いることを確認してください。接続先機器が障害がな
く通信可能な状態にあることを確認してください。

	 PoE 対応の受電機器の場合、受電機器に障害がなく受
電可能な状態にあることを確認してください。

○	 SFP モジュールが正しく SFP スロットに固定されてい
ることを確認してください。

○	 正しい UTP ケーブルが断線なく正しく接続されている
ことを確認してください。

○	 UTP ケーブルの長さが制限を超えていないことを確認し
てください。2 つのネットワーク機器の直接リンクを構
成する UTP ケーブルは最長 100m と規定されています。

○	 UTP ケーブルを別のポートに差し替えて、正常に動作
するか確認してください。特定のポートが故障してい
る可能性もあります。

○	 UTP ケーブルに問題がないか確認してください。
UTPケーブルの不良は外観からは判断しにくいため（結
線は良いが特性が悪い場合など）、他の UTP ケーブル
に交換して試してみてください。

○	 接続先機器の通信モードを確認してください。
本製品の 10BASE-T/100BASE-TX ポートは、オート
ネゴシエーション機能をサポートしています。接続先
機器が IEEE 802.3u 規格のオートネゴシエーション機
能をサポートしていない場合は、接続先機器の通信モー
ドを Half Duplex に設定してください。

○ 　PoE 電源の電力使用量が 46.2W を超えていないか確認し
てください。PoE 電源の電力使用量が 46.2W を超えた場
合、優先度の低い受電機器を取りはずし、受電機器の合計
電力が 46.2W 以下になるようにしてください。

○ 　PoE 電源の電力使用量が42.2Wを超えた場合、新たに
受電機器を接続しても電力供給は行われません。

11	 製品仕様

準拠規格
IEEE 802.3　　10BASE-T
IEEE 802.3u 　100BASE-TX 
IEEE 802.3x　  Flow Control
IEEE 802.3af　 Power over Ethernet

適合規格
安全規格 UL60950-1, CSA-C22.2 No.60950-1

EMI 規格 VCCI クラス A

電源部
定格入力電圧 AC100-240V

入力電圧範囲 AC 90-264V

定格周波数 50/60Hz

定格入力電流 2.0A

最大入力電流（実測値） 0.76A

平均消費電力 34W（最大 69W）

平均発熱量 120kJ/h（最大 250kJ/h）

PoE
給電方式 オルタナティブ A

最大供給電力 装置全体：46.2W（1 ポートあたり 15.4W）

環境条件
動作時温度 0 〜 40℃

動作時湿度 80% 以下（結露なきこと）

保管時温度 -20 〜 60℃

保管時湿度 95% 以下（結露なきこと）

外形寸法（突起部含まず）

265.5(W) x 161.7(D) x 43.2(H) mm

質量

1.61kg

スイッチング方式
ストア＆フォワード

MACアドレス登録数
8K（最大）

MACアドレス保持時間（※）
300 秒

メモリー容量
パケットバッファー容量 125 KByte

※	 本製品に登録された MAC アドレスは、MAC ア
ドレスの保持時間が経過するとリセットされます。	
また、ポートの抜き差しを行っても、MACアドレス保持
時間を経過しないとMAC アドレスはリセットされませ
んのでご注意ください。

12	 保証と修理
本製品の保証内容は、製品に添付されている「製品保証書」
の「製品保証規定」に記載されています。製品をご利用にな
る前にご確認ください。本製品の故障の際は、保証期間の内
外にかかわらず、弊社修理受付窓口へご連絡ください。

アライドテレシス株式会社 修理受付窓口
 0120-860332

携帯電話／ PHS からは：	045-476-6218
月〜金（祝・祭日を除く）	 9:00 〜 12:00
		  13:00 〜 17:00

● 保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害

（人の生命、身体に対する被害、事業利益の損失、事業の中断、
事業情報の損失またはその他の金銭的損害を含み、またこれ
らに限定されない）につきましても、弊社はその責を一切負
わないものとします。 

13	 ユーザーサポート
障害回避などのユーザーサポートは、次の「サポートに必要
な情報」をご確認のうえ、弊社サポートセンターへご連絡く
ださい。

アライドテレシス株式会社 サポートセンター
http://www.allied-telesis.co.jp/support/info/

 0120-860772
携帯電話／ PHS からは：	045-476-6203
月〜金（祝・祭日を除く）	 9:00 〜 12:00
		  13:00 〜 17:00

14	 サポートに必要な情報
お客様の環境で発生した様々な障害の原因を突き止め、迅速
な障害の解消を行うために、弊社担当者が障害の発生した環
境を理解できるよう、以下の点についてお知らせください。
なお、都合により連絡が遅れることもございますが、あらか
じめご了承ください。

● 一般事項
すでに「サポート ID 番号」を取得している場合、サポート
ID 番号をお知らせください。サポート ID 番号をお知らせい
ただいた場合には、ご連絡先などの詳細は省略していただい
てかまいません。

○	 サポートの依頼日

○	 お客様の会社名、ご担当者名

○	 ご連絡先

○	 ご購入先

● 製品について
製品名 (FS908TL-PS)、製品のシリアル番号（S/N）、製品
リビジョンコード（Rev）などのハードウェア情報をお知ら
せください。

製品のシリアル番号、製品リビジョンコードは、製品に貼付
されているシリアル番号シールに記入されています。

図 12　シリアル番号シール（例）

● 設定や LEDの点灯状態について

○	 LED の点灯状態をお知らせください。

● お問い合わせ内容について

○	 どのような症状が発生するのか、またそれはどのよう
な状況で発生するのかをできる限り具体的に（再現で
きるように）お知らせください。

● ネットワーク構成図について

○	 ネットワークとの接続状況や、使用されているネット
ワーク機器がわかる簡単な図をお送りください。

○	 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バー
ジョンなどをお知らせください。

15	 ご注意
本書に関する著作権などの知的財産権は、アライドテレシス
株式会社（弊社）の親会社であるアライドテレシスホールディ
ングス株式会社が所有しています。アライドテレシスホール
ディングス株式会社の同意を得ることなく本書の全体または
一部をコピーまたは転載しないでください。弊社は、予告な
く本書の一部または全体を修正、変更することがあります。
弊社は、改良のため製品の仕様を予告なく変更することがあ
ります。

 © 2010 アライドテレシスホールディングス株式会社

16	 商標について
CentreCOM は、アライドテレシスホールディングス株式会
社の登録商標です。

17　電波障害自主規制について
この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭
環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。こ
の場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されること
があります。 

VCCI-A

18	 廃棄方法について
本製品を廃棄する場合は、法令・条例などに従って処理して
ください。詳しくは、各地方自治体へお問い合わせいただき
ますようお願いいたします。

19	 輸出管理と国外使用について

お客様は、弊社販売製品を日本国外への持ち出しまたは「外
国為替及び外国貿易法」にいう非居住者へ提供する場合、「外
国為替及び外国貿易法」を含む日本政府および外国政府の輸
出関連法規を厳密に遵守することに同意し、必要とされるす
べての手続きをお客様の責任と費用で行うことといたします。

弊社販売製品は日本国内仕様であり、日本国外においては製
品保証および品質保証の対象外になり、製品サポートおよび
修理など一切のサービスが受けられません。

20	 マニュアルバージョン
2010 年 3 月		  Rev.A	 初版



	3 	 アイコンの説明

アイコン 説 明意 味

ヒント
ヒント

知っていると便利な情報、操作の
手助けになる情報を示しています。

注意
注意

物的損害や使用者が傷害を負うことが
想定される内容を示しています。

警告
警告

使用者が死亡または重傷を負うことが
想定される内容を示しています。

参照参照 関連する情報が書かれているところを
示しています。

	4	 各部の名称と機能

図 1　外観図

①	 L/A LED（緑）
	 ポートと接続先の機器がリンクしたときに点灯します。
	 ポートがパケットを送受信しているときに点滅します。

②	 PoE LED（緑）

点灯 正常に電力供給しているとき。
消灯 電力供給していないとき。
低速点滅

（給電は停止）
新たに受電機器を接続、または使用時の
電力上昇により 46.2W を超えた場合に、
給電を停止したポートより優先度の高
いポートの電力使用量が 42.2W を超え
46.2W 以下のとき。

新たに受電機器を接続、または使用時の電
力上昇により 46.2W を超えた場合に、給電
を停止したポートより優先度が低いポート。

高速点滅と低速
点滅の繰り返し

（給電は停止）

新たに受電機器を接続、または使用時の
電力上昇により 46.2W を超えた場合に、
給電を停止したポートより優先度の高い
ポートの電力使用量が42.2W以下のとき。

高速点滅
（給電は停止）

1 ポートあたりの最大供給電力（15.4W）
を上回ったとき。

高速点滅後に消灯
（給電は停止）

受電機器のショートを検出したとき。

PoE チップが温度異常を検出したとき。
本製品は 2 つの PoE チップで、1 ～ 4 番ポー
トと 5 ～ 8 番ポートを制御しているため、
1 ～ 4 番ポート側の PoE チップが温度異常
を検出した場合、1 ～ 4 番ポートに接続し
ている受電機器への給電を停止します。

	・ PoE 電源の電力使用量が42.2Wを超えた場合、新
たに受電機器を接続しても電力供給は行われません。

	 ・ 受電機器により、待機時と使用時の電力が異なる場
合があります。

	 ・ 受電機器への電力供給の優先度は、ポート番号の小さ
いPoEポート（ポート1）から順に低くなります。

	 　図 2　電力供給の優先度

③	 エコ LED切替スイッチ（LED ON/OFF）
	 エコ LED 機能の有効 / 無効を切り替えるためのスイッ

チです。エコ LED 機能を有効にすることにより、ポー
ト LED を消灯し、消費電力を低減できます。

	 出荷時設定は「OFF（エコ LED 機能無効）」です。

 OFF:	 エ コ LED 機 能 が 無 効 に な り、L/A LED、
PoE LED、SFP スロット LED は通常通り動
作します。

 ON:	 エ コ LED 機 能 が 有 効 に な り、L/A LED、
PoE LED、SFP スロット LED は消灯します。

	 POWER LEDは、エコ LED機能の有効 /無効にかか
わらず常時点灯します。

④	 POWER LED（緑）
	 電源が正しく供給されているときに点灯します。

⑤	 10/100BASE-TX PoE ポート
　　 10BASE-T または 100BASE-TX の UTP ケーブルを

接続するためのコネクターです。

⑥	 SFPスロット
　　オプション（別売）の SFP モジュール（以下、SFP と

省略します）を装着するスロットです。
	 ご購入時には、ダストカバーが取り付けられています。

ダストカバーは、SFP を装着するとき以外、はずさな
いようにしてください。

⑦	 SFPスロット LED （緑）
	 SFP を介して接続先の機器がリンクしたときに点灯します。

SFP を介してパケットを送受信しているときに点滅します。

⑧	 電源コネクター
	 AC 電源ケーブルを接続するコネクターです。
	 同梱の電源ケーブルは AC100V 用です。AC200V で

ご使用の場合は、設置業者にご相談ください。

⑨	 電源ケーブル抜け防止フック
	 電源ケーブルの抜け落ちを防止する金具です。ご購入時

には、フックは取りはずされた状態で同梱されています。

⑩	 フック取付プレート
	 同梱の電源ケーブル抜け防止フックを取り付けるプ

レートです。

	5 	 設置
本製品の設置を始める前に、必ず「安全のために」をよくお
読みください。

設置方法
本製品は、次の方法による設置ができます。

◯	 ゴム足による水平方向の設置

◯	 ラックマウントキットによる 19 インチラックへの設置

オプション（別売）を利用することにより、次の方法による
設置ができます。

◯	 壁設置ブラケット（AT-BRKT-J22）による壁面への設置

◯	 マグネット Kit XS による壁面への設置

	  ・弊社指定品以外の設置金具を使用した設置を行わない
でください。また、本書に記載されていない方法によ
る設置を行わないでください。不適切な方法による設
置は、火災、故障の原因となります。

	 ・ 水平方向以外に設置した場合、「取り付け可能な方向」
であっても、水平方向に設置した場合に比べほこり
がたまりやすくなる可能性があります。定期的に製
品の状態を確認し、異常がある場合には直ちに使用
を止め、弊社サポートセンターにご連絡ください。

	・ 電源部が下向きになる方向で設置する場合には、必ず、
同梱の電源ケーブル抜け防止金具を使用し、電源ケー
ブルを固定してください。

	 ・ 製品に関する最新情報は弊社ホームページにて公開し
ておりますので、設置の際は、付属のマニュアルとあ
わせてご確認のうえ、適切に設置を行ってください。

設置準備

● 設置するときの注意
本製品を設置する場所を確認してください。設置場所につい
ては、次の点にご注意ください。

◯	 電源ケーブルや各メディアのケーブルに無理な力が加
わるような設置はさけてください。	

○	 テレビ、ラジオ、無線機などのそばに設置しないでく
ださい。

○	 傾いた場所や、不安定な場所に設置しないでください。

○	 底部を上にして設置しないでください。

◯	 充分な換気ができるように、本製品の通気口をふさが
ないように設置してください。

○	 本体の上にものを置かないでください。

○	 直射日光のあたる場所、多湿な場所、ほこりの多い場
所に設置しないでください。

◯	 本製品は屋外ではご使用になれません。

◯	 コネクターの端子にはさわらないでください（静電気
を帯びた手（体）でコネクターの端子に触れると、静
電気の放電により故障の原因となります）。

設置

● 平らなところに設置する
本製品は、ゴム足を取り付けた状態で出荷されますので、その
ままデスクの上などの平らなところに設置して使用できます。

● 19インチラックへの設置
本製品を 19 インチラックに取り付ける場合には、同梱の
19 インチラックマウントキットを使用し、以下の点に注意
して行ってください。

・	本製品は必ず下図の○の方向に設置してください。

図 3　19 インチラックマウントキットを使用する場合の設置方向

	  ・必ず○の方向に設置してください。それ以外の方向に
設置すると、正常な放熱ができなくなり、火災や故障
の原因となります。

	  ・ブラケットおよびブラケット用ネジは必ず同梱のもの
を使用してください。同梱以外のネジなどを使用した
場合、火災や感電、故障の原因となることがあります。

	 ・ 本製品を19インチラックへ取り付ける際は適切な
ネジで確実に固定してください。固定が不充分な場
合、落下などにより重大な事故が発生するおそれが
あります。

1.	 電源ケーブルや各メディアのケーブルをはずします。

2.	 本体底面の四隅にネジ止めされているゴム足を、ドラ
イバーではずします。

3.	 本体にブラケットを取り付けます。
同梱の 19 インチラック取り付け用のブラケットを付属の
ネジを用いて、本体両側にしっかりと固定してください。

図 4　ブラケットの取り付け

4.	 19インチラックに取り付けます。
19 インチラックの希望する位置に本体を合わせ、適切
なネジ（別途ご用意ください）でしっかりと固定して
ください。

図 5　19 インチラックへの取り付け

電源ケーブルおよび UTP ケーブルの接続が可能であること、
また、LED の表示が監視可能であることを確認してください。

オプション（別売）を利用した設置

●	 壁設置ブラケットによる設置
本製品の壁面への設置は、別売の壁設置ブラケット AT-
BRKT-J22 を使用し、以下の点に注意して行ってください。

・	壁設置ブラケットの使用方法は、AT-BRKT-J22 の取
扱説明書をご参照ください。

・	本製品は必ず下図の○の方向に設置してください。

図 6　壁設置ブラケットを使用する場合の設置方向

	  ・壁設置ブラケットに取り付け用ネジは同梱されてい　
　ません。別途ご用意ください。

	  ・壁設置ブラケットを使用する際は、本製品のゴム足を
　はずした状態で設置してください。

	  ・必ず○の方向に設置してください。それ以外の方向　
に設置すると、正常な放熱ができなくなり、火災、　
故障の原因となります。

	 ・壁設置ブラケットを使用して壁面に取り付ける際は、
適切なネジで確実に固定してください。　　　　　　
固定が不充分な場合、落下などにより重大な事故が　
発生するおそれがあります。

●	 マグネットによる壁面への設置
本製品のスチール製壁面への設置は、別売のマグネット Kit 
XS を使用し、以下の点に注意して行ってください。

・	マグネットキットの使用方法は、マグネット Kit XS の
取扱説明書をご参照ください。

・	本製品は必ず下図の○の方向に設置してください。

図 7　マグネットキットを使用する場合の設置方向

	 設置面の状態によっては、マグネットの充分な強度を得
られない場合があります。

	・	 必ず○の方向に設置してください。それ以外の方向 
に設置すると、正常な放熱ができなくなり、火災や故
障の原因となります。

	 ・	 マグネットの取り付けおよび機器の設置は、ケーブル
などの重みにより機器が落下しないように確実に行っ
てください。ケガや機器破損の原因となるおそれがあ
ります。

	 ・	 マグネットの取り付けは、マグネットキットの取扱説
明書に従って正しく行ってください。指定以外のネジ
等を使用した場合、火災や感電、故障の危険があります。

	6	 接続

図 8　接続例

PoE対応の受電機器との接続

●	 本製品のPoE給電仕様

○　給電方式はケーブルの信号線（1,2,3,6）を使用して給
電を行うオルタナティブ A を採用

○　受電機器の検出方法は、IEEE 802.3af 準拠方式をサポート

○　最大供給電力	 1 ポートあたり   ：15.4 W
			   装置全体	    ： 46.2 W　

本製品の PoE 給電機能は、1 ～ 8 番ポートで有効になって
います。接続された受電機器の検出、電力クラスの識別を自
動的に行い、必要に応じて給電を開始します。接続された機
器が受電機器ではなく通常のイーサネット機器だった場合
は、給電を行わず通常の 10BASE-T/100BASE-TX ポート
として動作します。

IEEE 802.3af で規定されている電力クラス分けについては、
下表をご覧ください。

クラス 用途 受電機器の
最大電力

PoE 給電機器の
最小出力電力

0 デフォルト 0.44 〜 12.95 W 15.4W

1 オプション 0.44 〜 3.84 W 4.0 W

2 オプション 3.84 〜 6.49 W 7.0 W

3 オプション 6.49 〜 12.95 W 15.4 W

4 予備 予備 クラス 0 として処理

●	 UTPケーブルの接続
UTP ケーブルを使用して本製品と受電機器や PC などの端
末を接続します。本体の LAN ポート（RJ-45）に UTP ケー

ブルの一端を接続し、もう一端をネットワークポートに接続
します。

	 UTP ケーブルのコネクター部を持ち、カチッと音がす
るまで差し込んでください。

	  給電中のポートからケーブルを抜いた直後は電圧がか
かっているため、ケーブルを抜き差しするなどして、
機器を接続しなおす場合は、2、3秒間をあけてくだ
さい。再接続の間隔が極端に短いと本製品または接続
機器の故障の原因となるおそれがあります。

●	 UTPケーブルのカテゴリー
10BASE-T の場合はカテゴリー 3 以上、100BASE-TX の
場合はカテゴリー 5 以上の UTP ケーブルを使用します。

 ・ 受電機器への接続は、カテゴリー5以上のUTPケー
ブルの使用をお勧めします。

	 ・ケーブルの予備線 (4、5、7、8) を使用して受電を行
うPoE対応機器にも対応できるよう、8線結線のス
トレートタイプのUTPケーブルをお勧めします。

●	 UTPケーブルのタイプ
本製品は MDI/MDI-X 自動切替機能をサポートしています
ので、接続先の種類（MDI/MDI-X）にかかわらず、どちら
のケーブルタイプ（ストレート / クロス）でも使用できます。

●	 UTPケーブルの長さ
本製品とネットワーク機器を接続する長さは 100m 以内に
してください。

電源ケーブルの接続（本製品の起動）
本製品は、電源ケーブルを電源コンセントに接続することで
電源が入ります。受電機器を接続している場合、受電機器へ
の電力供給を行います。

本製品では、次の電源ケーブルを使用できます。

○　同梱の電源ケーブル（AC100V 用）
○　オプション（別売）の L 字型コネクター電源ケーブル
	 ・背面スペースが限られた場所でも、奥行きをとらず

　に設置できます。
	 ・AT-PWRCBL-J01L/J01R

	 同梱の電源ケーブルは AC100V 用です。本製品を
AC200Vで使用する場合は、設置業者にご相談くださ
い。不適切な電源ケーブルや電源コンセントを使用する
と、発熱による発火や感電のおそれがあります。

	 電源ケーブル抜け防止対策として、同梱の電源ケーブル
抜け防止フックをご使用いただけます。

	・	 本製品には電源スイッチがありません。電源ケーブル
を電源コンセントに接続した時点で、電源が入ります
のでご注意ください。

	 ・	 オプション（別売）の L字型コネクター電源ケーブル
と電源ケーブル抜け防止フックは、同時に使用できま
せん。（L字型コネクター電源ケーブルは、同梱の電
源ケーブルに比べて抜けにくいケーブルです。）

1. 同梱の電源ケーブル抜け防止フックを本体背面のフック
　  取付プレートに取り付けます。

図 9　電源ケーブル抜け防止フックの取り付け

2. 電源ケーブルを本体背面の電源コネクターに接続します。

3. 電源ケーブル抜け防止フックで電源ケーブルが抜けない
　 ようロックします。

図 10　電源ケーブルのロック

4. 電源ケーブルの電源プラグを電源コンセントに接続します。

5. 電源が入ると、本体前面のPOWER LED（緑）が点灯します。

UTP ケーブルが正しく接続され、接続先機器とのリンクが確
立すると、接続したポートの L/A LED（緑）が点灯します。

受電機器に正しく電力が供給されると、電力供給した PoE
ポートの PoE LED（緑）が点灯します。

本製品の停止

本製品を停止するには、電源プラグを抜いてください。受電
機器を接続している場合、本製品を停止すると受電機器への
電力供給も停止します。

	 電源を抜くときには、本体側の接続を先に抜かないでく
ださい。感電事故を引き起こすおそれがあります。

	 本製品を停止してから再度起動する場合は、しばらく間
をあけてください。

	7	 SFPモジュール
本製品には、オプション（別売）で 6 種類の SFP が用意さ
れており、本体前面にある SFP スロットに装着することで、
ネットワークを柔軟に構成できます。

	 弊社販売品以外のSFPでは動作保証をいたしませんの
でご注意ください。

	 SFP の使用ケーブル、製品仕様については、SFP の
インストレーションガイドをご覧ください。

SFPモジュールの取り付け /取りはずし

 ・ SFPはホットスワップ対応のため、取り付け /取りはず
しの際に、本製品の電源を切る必要はありません。

	 ・SFPには、スロットへの固定・取りはずし用にハン
ドルが付いているタイプとボタンが付いているタイプ
があります。形状は異なりますが、機能的には同じも
のです。

	 SFP の取り付け /取りはずしの際には、アースが施さ
れたリストストラップを着用するなど静電防止対策を
行ってください。

●	 取り付け
1. SFPスロットに付いているダストカバーをはずします。

2. SFPの両脇を持ってスロットに差し込み、カチッとはま
　 るまで押し込みます。ハンドルが付いているタイプはハ
　  ンドルを上げた状態で差し込んでください。

3. SFPに付いているダストカバーをはずします。

●	 取りはずし
1. 光ファイバーケーブルをはずします。

2. ハンドルが付いているタイプは、ハンドルを下げて、ボ
　 タンが付いているタイプはボタンを押し、スロットへの
　 固定を解除します。次にSFPの両脇を持ってスロット   
　 から引き抜きます。

	 光ファイバーケーブルを接続していないときは、必ず SFP 
モジュールのコネクターにダストカバーを装着してくださ
い。また、SFP スロットを使用していないときは、SFP 
スロットにダストカバーを装着してください。

	8	 構成
本製品はスタンドアローンでご使用いただけるほか、下図の
とおりカスケード接続でもご使用いただけます。

カスケード接続
本製品は MDI/MDI-X 自動切替機能をサポートしています
ので、接続先の種類（MDI/MDI-X）にかかわらず、どちら
のケーブルタイプ（ストレート / クロス）でも使用できます。

	・スイッチ同士のカスケード接続は、カスケードできる
数に理論上の制限がありません。そのため、用途に合
わせてネットワークを拡張することができます。

	 ・カスケードの段数はネットワーク上で動作しているア
プリケーションのタイムアウトによって制限される場
合があります。

図11　カスケードの接続例


